
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 

 

2018 年 3月 名古屋工業大学 川崎・石井研究室 

http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/tips/index.shtml 
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2D. その他電池 

3  Li空気電池で放電時に生成される Li酸化物は何ですか？ 

作成日： 2018年 1月 20日 

担当者： 久野 潤也 

リチウムイオン二次電池は非常に優れた電池であるが、欠点としてエネルギー密度が他のエネルギー

源と比べるとそこまで高くないことが挙げられる。今後の大型用途に展開していくことを考慮すると更

なる高容量電池が望まれる。この打開策に、期待されるのが空気電池である。特に、リチウム空気電池は

金属リチウムを負極活物質、空気中の酸素を正極活物質として利用することで高いエネルギー密度を達

成することができる。ここで、リチウム空気電池の原理図を Fig.1に示す。Fig.1 のように負極には金属リ

チウムが直結し、正極は空気に曝される構成になっている。現在、報告されている非水系のリチウム空気

電池では正極に固体の生成物が析出することが分かっている。充放電反応を式（１）、（２）に示す。 

2Li + 1/2O2 ⇌ Li2O                    式（１）

2Li + O2 ⇌ Li2O2                                    式（２） 

上の式からリチウム空気電池では酸化リチウムLi2Oと過酸化リチウムLi2O2が析出することが分かる。 

生成物を全て Li2O とすると計算上、開放電圧は 2.91V となり、重量エネルギー密度は 11140Wh/kg とな

る。一方、空気中の H2O,CO2 の侵入による副反応、放電に伴う空気極細孔内への反応生成物の析出、酸

素還元・発生過電圧が大きい、空気極材料の腐食など問題が多々あるため実用化には至っていない。 

この問題点をするために、固体電解質を利用した構成が開発された。その構成を Fig.2に示す。負極側

には非水系電解液、正極側には水系電解液、その間をリチウムイオンだけを通す固体電解質で仕切って

ある。この系では正極側の生成物は水酸化リチウムであるため、固体の析出を防ぐことが出来る。しかし

ながら、生成物である水酸化リチウムは水溶液中では非常に強い塩基性を示すため、固体電解質を腐食

してしまうことが問題点となってしまう。そのため、現在でもリチウム空気電池の実用化の研究は続い

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 リチウム－空気電池の原理図    Fig.2 新しい構造のリチウム－空気電池の構成  

左図：放電時 右図：充電時 

【参考】 

・新しい構造の高性能「リチウム－空気電池」を開発  

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2009/pr20090224/pr20090224.html 

・高容量電池電極の開発と応用（電池基礎編） http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/lesson/battery.pdf 


